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COz を還元・固定可能な多電子還元系の構築が有効な方策となり得ることを述べている。すなわち， COz への直接の
電子注入には非常にエネルギーの高い電子が要求されるが，より低エネルギーの電子を利用することのできる，電子メ
テーィエーターもしくは助触媒的機能分子を用いた還元反応系の構築が望ましいことを論じている。




第 2章では，フェナジンを光増感剤として用いた場合に， COz のギ酸への還元反応が進行することを見出している D
さらに，反応中間体の過渡吸収観測により，光増感剤のラジカル種からの水素原子移動によって生成するコバルトヒド
リド錯体を経由して光反応が進行することを明らかにしている。






第 4章では含窒素芳香族化合物であるオリゴピリジンジイルの 3量体および 4量体を合成し，これらが金属コロイド







これまで無造作に大気中に放出していた CO2 の回収と再資源化技術の確立は ， 21 世紀の地球環境・エネルギー問題
の一つである。クリーンで無尽蔵の太陽光エネルギーを駆動力とする CO2 還元・固定技術の確立は，その方策のーっ
として多くの研究者が注目している。
本論文では高効率な光誘起C02 還元反応系の構築を目的とし， CO2 の COあるいはギ酸への2電子還元を低エネルギー
プロセスで可能とする電子メディエーターを反応系内に共存させた光還元反応系について検討されている。本論文は
成果を要約すると以下の通りである。
(1) p ーテルフェニルを光増感剤とする CO2 の光還元反応において，コバルト錯体を共存させた場合，光増感剤の分
解反応が抑制されて光増感作用が継続的に促進されることを明らかにしている。さらに，過渡吸収測定によりコバ
ルト錯体の作用機構について検討し光増感反応により 1 価まで還元されたコバルト錯体に CO2 が付加し，次いで
この CO2 付加コバルト錯体内でCO2 への電子移動が起こり CO2 が還元される機構を証明している。さらに種々の
コバルト錯体を用いたときの速度論的研究から，コバルト錯体の還元電位・立体因子が CO2 の付加反応に及ぼす
影響についても明らかにしている。











な塩の添加による可視光誘起CO2 光還元・固定反応系の構築。 (3) 光増感剤への窒素原子の導入による光増感機能の
向上。これらの成果は，より優れた光増感反応系の設計のための重要な指針になり得るものであり，光エネルギーを利
用した CO2 還元・固定に関する研究に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるあものと
認められる。
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